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日時 : 平成 14年 7月 3日（水）13:30より 7月 5日（金）12:00まで
　　　・7月 3日（水）技術発表会 13:30－ 17:00
　　　・7月 4日（木）実技発表会 09:00－ 17:00















こ の 日 の 発 表 内 容 は ，主 に 地 震 計 の 製 作 や 改 良 な ど で あった が ，上 記 の 理 由 も
手伝い，イメージがあまり浮かばず，強烈な関心をもつことはできなかった．そう
こうするうちに，時の流れは早いもので，あっという間に僕の発表する順番になっ











































UAT（Uplink Access Test）を行った．Nanometrics社製の VSATを使っての実技であったが，
このVSATは 2004年度には京都大学においても導入される予定である．気をつけなければ
ならないのは，このVSATは，まめに改良されるらしく，この日に学んだこととまったく異
なる操作が必要になる可能性が高いことである．NEC製の VSATは，一体型で，AD変換
機がなければ動かなかったのに対して，Nanometric社製の VSATは，1)AD変換機内蔵，2)
手動追尾型，3)計算機から IDUにコマンドを送る（計算機を用いて IPアドレス変更や，
UAT開始を行う）のが特徴である．また，衛星補足にはスペアナを用いたのであるが，非
常に使い勝手のよいアナライザであることを実感した．他衛星との位置関係や波形を確認
して，アンテナを動かせば目的の衛星を補足できるのである．
7月 5日（金）：
研修会最終日．まず，和田様（京大防災研）の発表「最近の飛騨山脈周辺の極微小地震活
動」が興味を引いた．僕の発表の際に用いた地震データは，USGSのものであるが，和田
氏の行った発表は，トリガー漏れの地震を手動切り出し処理により験知し，結果として極
微小地震が飛騨山脈周辺で発生していることを明らかにしたものである．hi-netや気象庁
からのデータが公開されていく中，大学の観測所生き残りのためには，より特色のある結
果を出さなければならないといった危機感が伝わってきた発表内容であった．次に，興味を
引いたのは，吉田満助手（東大）の発表「山脈を伝播する中・長期的レイリー波の挙動に
ついて」である．レイリー波が山脈，プレートを伝播する際のレイリー波の挙動が変化す
ることを数値モデルによって考察するというものである．対象山脈は，中国の天山山脈で
あったが，どのようにしてモデル化を行っているのかに興味を持ちました．やはり，デー
タ，モデルを使ってどのような解析手法があるのかについての話はとてもおもしろい．
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